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令和４年６月２３日

土岐川・庄内川流域治水協議会

土岐川・庄内川流域治水協議会は持続可能な開発目標（SDGｓ）を支援しています。



ため池の有効活用 （多治見市）
土岐川・庄内川流域治水協議会は、
持続可能な開発目標（SDGｓ）を支援しています。
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○多治見市には、市内に35の農業用ため池があり、農業用として利用されているため池を、大雨の時に、雨水
をためる防災用としても活用できるよう、協定書の締結を視野に入れ、地元管理組合と調整しているところ。

○現状水位を常時下げておくのか、予報に備えて水位を下げるのか等、治水活用のための貯留量確保の方法
について、現在検討中。

＜流域におけるため池位置図＞

※愛知県・岐阜県のため池データベースより作成

御大典池（みのりがいけ）

上原一号池（うわはらいちごういけ）

総貯留量（m3）：352,000

総貯留量（m3）：171,000

ため池



立地適正化計画への防災指針の位置付け （名古屋市）
土岐川・庄内川流域治水協議会は、
持続可能な開発目標（SDGｓ）を支援しています。
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第2回名古屋市都市計画審議会立地誘導部会の様子

◯ 名古屋市では立地適正化計画として定める「なごや集約連携型まちづくりプラン」への防災指針の位置付けに取り組んでいる。

◯ 令和3年度には名古屋市都市計画審議会立地誘導部会を3回開催し、有識者と議論を進めている。

○ 第1回名古屋市都市計画審議会立地誘導部会（令和3年6月4日）

【議題】

(1)なごや集約連携型まちづくりプランの概要と見直しの必要性について

(2)見直しの内容と進め方について

○ 第2回名古屋市都市計画審議会立地誘導部会（令和3年10月29日）

【議題】

(1)都市機能及び居住誘導に関する見直しについて

○ 第3回名古屋市都市計画審議会立地誘導部会（令和4年2月15日）

【議題】

(1)居住環境向上施設について

(2)低未利用土地の有効活用について

(3)頻発・激甚化する災害への対応について

◆これまでの検討経緯

（今後の予定）

令和4年度

立地誘導部会において議論
▼

名古屋市都市計画審議会からの答申
▼

パブリックコメントの実施
▼

改定内容の公表

令和5年度 改定後の立地適正化計画の運用開始



水害リスク情報の充実 （庄内川河川事務所）
土岐川・庄内川流域治水協議会は、
持続可能な開発目標（SDGｓ）を支援しています。

◯ 従来、想定最大規模降雨の洪水で想定される浸水深を表示した水害ハザードマップを提供し、洪水時の円滑かつ迅速な避難確保等を促進。

◯ 今後は、これに加えて、浸水範囲と浸水頻度の関係をわかりやすく図示した「水害リスクマップ（浸水頻度図）」を新たに整備し、水害リスク情報の充

実を図り、防災・減災のための土地利用等を促進。

◯ 庄内川河川事務所では、直轄区間の外水氾濫を対象とした水害リスクマップを令和4年度中に公表予定。内水も考慮したものを今後作成予定。
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